
⑤府政課題「子育て」を支援
⑥子育て世代の親子と交流し、SDGs

対象：小学生～中学生
子ども達に教育支援を提供し社会・地域貢献した。

課題：1.広報の難：SNS 告知による情報発信が子育て世代に上手く伝わらない・届かない。
2.時間の不足：丁寧に教え、理解してもらうには、1 日くらいの時間が必要。
3.学問を繋ぐ難しさ：小学生に解りやすく教えることが難しい。

参加者親子方へのアンケート調査：曲を作るってこんなに大変なんだと知った。
子どもが苦手な数学を頑張ると言っています。マイコンで曲が作れて感動した。など。

⑦事業学生スタッフの思い。
私たちも数学と音楽の関係に取組んで楽しかった。
マイコンで動かすまでが大変だけど、最後に曲が流れて子どもに喜んでもらえて良かった。

■本取組の意義：
本事業の意義は、数学（Math）と音楽（Art）を融合させてプログラミングで実装体験することで、学問は横断

的に繋がりを持っていて、物事を捉えるには幅広い知識が求められること、また学校教育の数学が芸術（人間の

感性）に深く関係していることを学び、拡散的思考により、さらなる豊かな創造力を身に付けることにある。

具体的には、大学生が子ども向けに音楽と数学の関係についてレクチャーし、音を作り、電子マイコン

（IchigoJam）を利用して音楽を作るというプログラミング体験型 STEAM 教育を行う。

京都府 ＆ 同志社大学（経済学部・法雲ゼミ）

音楽理論と数学（等比数列）とプログラミングを組合せたテキストを作成

■基本情報：
①同志社大学(経済学部) ②法雲俊栄
③大学生が教える!数学と音楽の世界「音の作り方とプログラミングで作曲」体験型 STEAM 教室の開催
④活動地域：舞鶴西駅交流センター2025 年2 月9 日ホール。参加 18 名,事業スタッフ(法雲ゼミ)36 名
■成果報告：

令和6年度 大学・学生とともにのばす京都プロジェクト共同事業

大学生が教える！数学と音楽の世界「音の作り方とプログラミングで作曲」

体験型 STEAM 教室の開催


